







その他のタイトル Un Dieu de poete et la presence : Jules




有 舌 豊太郎  
1 神との関わり  
自分の神は「詩人の神」である。積極的な意味あいではないにLても．シュ  



















礼儀ほいつもきちんと守っている。   








暴言を吐くということなどあり得ない。   
お祈りするのに，教会は必要でない。一本の樹木の前に，一匹の死んだ蛇の  
前に，野に群れ咲くスミレの前に，一輪だけ咲き残った′ミラの花の前－こ脆けば  




ことであると。二つの国のために等しく尽くし 決Lて両国の間で引き裂かれ  
る思いをしないことであると。   
シュベルゲィエールーかもLれません。ですから，もし，なんでしたら，  
私の二つの祖国が，私の中では，国際的な英知の端緒であるということでし上  
うか。   
ユティアンプルー私の考えでほ，あなたの英知とは，そういった総て，す  
なわち，≪形而上詩》 とあなたがたまたま名付けておられるもの－たとえば，  
La且）uChe d’ombreにおけるユゴーの詩一にたいする好みと批評精神の尊  
重などなどを，きちんと和解きせることでもある。  
2 和 解 著  
対談ほまだ続くけれども，話題は微妙に他に移ってゆくので，ひとまず，こ  





スミレやバラの花－の前に脆くだけでよい。ここで，われわれほ，アニミス   













した」ヱ）と告白している。   
「相いれないものを和解させる，この，いわば神授の能力」3）と，エティア  




とまで言って，先程の対談の中で強調している。   
以上の対談の糸口となっている話題が，この詩人と神との関わりである点を  
あらためて注目Lつつ，要点を端的に取り出すならば1「山≪詩人の神》 との  
交わりによって，相いれぬものを《和解》させる《英知》を待た皿というこ  





≪和解著》 とは，詩人の同義語である。  
3 形而上詩人＋批評森  
全宇宙的和解を企てる和解者，シュベルグィエールほ，「形而上詩人の時代  
にやって来たよう忙思う」5）と，この時代を競走し，自らも形而上詩人のひと   
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人の始祖であるといえる。   
先程来の対談から推論Lて，さらに検討を加えるならば．シュベルゲィエー  
ルは，形而上詩人であるに違いないが，厳密にほ，《形而上詩人＋批評家》で  














て苦労するからではないでしょうか？ たかが批評家になるのに，どうして，  
そういったものをすべて切り捨てることができるでしょうか。そう，批評家た   









る》一元認識である。つまり，この，《全存在をかけて》 という，注目すべき  
実践によって，本来両立しないと考えられる批評家という存在と詩人という存  





に和解させる共通項を，《全存在をかける》 という，いわば一生の哲学¶  













2←と時期的にほぼ同じである〕，ついで時代的に遡り，詩集エα凡占Jg血   












れなりに宗教的ですし 私の詩作品の中で語られる神ほ，隔世遺伝というやつ  
で，奥深いところ忙キリスト教的なものがあって、それほ，いわば，詩人の神  








い。   
打）まず，全件の印象からすると，1938年から一貫して，≪詩人の神》とい  
うことばを用いているのが分かる。   
桓）「世界を創る」とか，「宇宙を遣り直す」（1938）という表現から推論す  
ると，詩人の神というのは，同じ創造者としての資格において，菟詩人＝（創  
造者）＝神瀞を指すと考えられる面を持っている。   
＝ 「私の詩作晶（とりわけエ戊∫‘適gβ血油化おを念頭に点いている）の  
中で語られる神」（1938）の見る影もない正体から，また，1959や1960から．  
人と神とは，相対的・相互的関係である。   
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村 岡様に，神でさえも，≪救い》を必要とする存在である。   
㈹ したがって，神に対する友情（1959）は，《救い》を必要とする同じ境  
遇にある者同志のそれである。   
N したがって，その神との交わりから得たのは，救い－でなく，《和解》  
という英知である。《和解という救いの形式》を得た，と言う方が正確かもし  
れない。  








Mon Dieu molquine sais encore situ existei  
Et ne comprends paslalangue de tes占gli5eS Chuchotantes，  
Je re即．rdeles autels，Ia votlte de ta maison  
Comme quidit畠implement：”Voil且dlユbois，dela pierre，  
VoilAdes colonnes romanes，ilmanquele nez五ce saint  
Et au dedans comme au dehorsily ala detresse humaine，”  
Je baisselesyeux sansIX，uVOir m’agenouiIlerpendantla messe  
Comme sijelaissais pas白erl’orageau・des5uS de ma t占te  
E亡je ne pulS m’emp昌chef de penser益autre chose，  
Cette autre chose c’est encor moi，C’estpeut・＆tre mon vrai  
mOl－meme．  
C’estla queje mer占fugie，C’est peut－atrelAque tu es‥．  
（F．M．39，40）13）  
．．……．Je ne Vis qu’en vers，  
Ma maisonPo占sieest maseule demeure（1939～1945，141）11）   
















びつく。   
詩の中Pこ救いを求める。今の論理的展開からすれば，≪詩人の神》とは，既  
成宗教の神をもたない暑が詩の中に求める神であるといえる。そして，やほり，  
《詩》と 《神》とを結ぷ中間項が《救済》論的概念であることは，確かである。  
6 実在の現前  
われわれは，≪究極実在》という吉葉を用いた。神ということばほ，む  
しろ曖昧である。シュベルゲィエール自身，神という言葉の意味旺大きな幅を  
持たせていると言うが，この言葉は，本来的に曖昧であるうえ，もし ある宗  
教・宗派をいささかでも含意するならば，われわれが問題にしている≪詩人の  




の全体が，内的宇宙から外的宇宙へ向かう，実在へ向かう旋の行程であるとい   
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立ナる客観的現実の存在を信じるからこそ ，批評に関Lても，《全存在をかけ  




















うことであって，論点を明確にしておくうえからも，この問題には触れない。）   
もう一つ確認しておきたいのは，「祈りをするために，教会を必要としない。  
一本の樹木の前忙……脆くだけでよい。」という場合の，樹木のまえに脆く心  
理と，「おや，木々がある……」という感嘆の心理とは，《救済》を介して結び   
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つくという点である。   
確認したうえで，≪実在》と 《救済》について，その関連について考察を進  
めてゆかなければならない。  














「火《k feu》 と，私が言うとき，この言葉が私に喚起するものほ，火の本  







する。   
ポヌフォワは，ごく初期のエッセーエぞ＝¢椚占ぞ4〟ご鹿属α廿g乃〃どの中で．ラ  
ヴェソナの墓石を瞑想Lつつ，これを理解するには，「概念とは別の言語，別  
の信仰が必要である」21）と結論づけているが，それは，概念が実在への接近を   











ければならないともポヌフォワは言う。   
こうして見るともボヌフォワもシュペルヴィエールもともに，概念という神  
から，実在という神への改宗者であることが分かる。  















開かれる。その第一は，他の存在との区別・分類の道である。詩人は，「サ   
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く）？ 何処から釆たのか，目の前にあるものほ？ この道では，言語のトー  
トロジHにしか出会わない。言葉は，自らを語るのみで，事物への手掛かりを  





















ることになるのである。これを，山元的認識，詩的認識と言うことができる。   









この最後の言葉は，神の顔visage deDieuを連想させずにはおかない。「汝  





「サラマソドルほ，一着（l，Un〕一際阻のないあの瞬間の偉大なる啓示   
【 となり，そこでは，すべてのものが私に与えられ，理解される。」31｝  









高度の第六感が感覚世界を出迎えに赴き，その記号を解読Lなければならない。   
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私はこの仕事にしか興味がない凸」3a）  












シュベルゲィエールほ，《救済》 ということば自体を用いてはいないが，ポ  
ヌフォワは，ここにあるように，詩の唯一の関心が救済をめぎすことであると，  
明確に述べている。彼は，救う（sauver）という動詞（第三の道の初めの文章  
に見たように）や救済（salut）ということばをしばしば使用している。   










「じっさい，詩がぜひ実現したいと望んでいるのほ，もっはら，実在を内面   


























を生き始める。すなわち，私ほ《救済》される‥ と。   
でほ，ここで，視線を転じ ≪実在の内面化》を，シュベルゲィエールの経  
験［一外的世界の内的世界への滑り込み－の中で検討してみよう。   
シュベルゲィエールはぃ励＝叫卵肌日日川部豆卸商和げの中で，夢想する  
（ー帥er）とは何かを説明して，「外的世界と内的世界とが見分けがたく混じるこ  
とである」帥とし，これが「宇宙的詩人の遍在性」▲0）の原田であると言う。こ   












ことになる。」ポ）   
血如丘Jαふ肌：g（1933）は自伝的作品－r占√fら（わ可i鹿肛β∫鹿ね卯血0加  
gf血♪即∫曙ピーであり．上記と同じ時期に，両親と自分の〈源泉〉へ戻った  













軽く，地面にほ触れないのではないれ 天の香りそのものでほないかと思われ  
ることはあるが，また，農園の周辺で，濃くなって，ついには，搾りたての乳  
ほどの栄養にならんはかりであることもあるが。」川  
もほや説明は殆ど必要ないと思われる。ポヌフォワのサラマンドルとの出会   





























詩人であるのか，何故，世界が彼にほしぜんに現前するのか，これらの疑問に   
































































も≪実在》に向かう点できわめて似通うように思われる。この方向性が，両者   
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とも，（シュベルゲィェ＝ル言うところの）「神を持たない著」でありながら，  
かえって，とりわけフランス的な不可知論を超脱することを可能ならLめてい  
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